
農林水産業と
生物多様性のかかわり

　経済発展や技術開発により、人間の生活は物質的に豊かで便利
になる反面、生物多様性の減少は前例のない速さで進行しており、
人類が豊かに生存し続けるための基盤となる地球環境は、限界に
達しつつあります。

　一方、我が国の農林水産業は、農山漁村人口の著しい高齢化・
減少等による農林水産業の担い手不足と、これに伴う農地面積の
減少という事態に直面しています。

　農林水産業は地球と人をつなぎ、人間の生存に必要な食料や
生活資材などを供給する必要不可欠な活動です。人間による農林
水産業の営みは、人々にとって身近な自然環境を形成し、多様な
生物種の生育・生息に重要な役割を果たしています。また農林水
産業は、気候の安定、水の浄化、受粉、天敵、土壌形成、光合成
や栄養循環など、生物多様性から得られる様々な生態系サービス
に支えられています。

　農林水産業と生物多様性のつながりは、農山漁村の文化や景観
をかたちづくり、農山漁村に活力を与え、地域経済の発展や健康
的でゆとりある豊かな生活の基盤となっています。

　農林水産業の担い手は、生業を通じて、農林水産物を生産するだけでなく、生物多様性を保全・再生し、様々な
生態系サービスを産み出す重要な役割を果たしています。

　我が国の農山漁村における豊かな生物多様性を守り、その恵みを将来にわたって持続的に活かしていくためには、
農山漁村とその担い手の役割を支えるとともに、消費者の理解と行動変容の促進等を通じて、環境創造型の農林
水産業の実現を促進していくことが重要です。

　この事例集では、「生物多様性を始めとした環境への配慮により、販路や資金調達につなげている」、「生産の
現場と消費者とをつなげ理解を育んでいる」、「生産物や地域のブランド力を高めている」など、農林水産分野の
生産現場に加え、流通・消費段階、そして様々な担い手が協力して取り組む生物多様性に関わる先行的な事例を
紹介しています。

　この事例集が、「いま、私たちにできること」の発見や実践のヒントとなることを願っています。

ミツバチ等の花粉媒介者をすべて失うと、世界の主要作
物（107品目）のうち85%の生産量に影響が予想される。

人間が直接消費し、世界市場で取引されている
世界の主要作物の動物媒介受粉への依存度

すべての花粉媒介者を喪失した場合の作物生産量の減少幅の推計値

出典 ： IPBES 2016「花粉媒介者、花粉媒介及び食料生産に関するア
セスメントレポート」をもとに和訳

注）人間が直接食用とする果実または種子を生産する作物（107品目）
が対象であり、自家受粉や栄養生殖をする作物等は含まれない。

IPBESは、世界中の研究成果を基に政策提言を行う政府間組織。
正式名は「生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学-政策
プラットフォーム（Intergovernmental science-policy Platform 
on Biodiversity and Ecosystem Services）。

「いま、私たちにできること」とは

影響
不明

12%

28%
45%

8%
7%

影響なし 作物生産量の
90％以上減少

40～90％
減少

主要農作物の
85%において
生産量が減少

1～40％減少

2

農業分野における生物多様性の取組 P3
● カゴメ株式会社 カゴメ野菜生活ファーム富士見の畑で“生物多様性保全”に配慮した農業を開始

● キリンホールディングス、メルシャン ぶどう畑として活用することで生物多様性が回復

● 株式会社オプティムアグリ・みちのく ドローン（小型無人機）を使ったピンポイント農薬散布防除サービス

森林分野における生物多様性の取組 P4
● 株式会社 西粟倉・森の学校 環境に配慮したFSC®認証材を使い、新たな商品と販路を開拓

● 沖縄県庁ほか 自然環境の保全と環境に配慮した利活用を推進する「やんばる型森林業」

● 日本製紙グループ 「環境憲章」を起点とした「生物多様性保全に関する基本方針」とその実践

水産分野における生物多様性の取組 P5
● 宮城県漁業協同組合志津川支所戸倉出張所 ASC認証取得のカキ養殖の販路の拡大、森川里海の連携

● 富山湾しろえび倶楽部 プール制の導入により過度な競争･乱獲を回避し、漁獲量を安定化

● ニッスイグループ 水産事業者が海を育む森を整備

流通・消費分野における生物多様性の取組 P6
● コープデリ生活協同組合連合会 消費者と生態系に配慮した生産者を結ぶ佐渡トキ応援お米プロジェクト

● パナソニック株式会社 “日本初”社員食堂への「サステナブル・シーフード」の継続導入

● 株式会社カインズ 消費者が国産FSC®認証木材を簡単に入手できる環境

さまざまな主体が連携した生物多様性の取組 P7
● 大分県臼杵市 「有機の里」でまちおこし　低農薬でつくった「ほんまもん農産物」を学校給食などで、積極活用

● 滋賀県 自然資源を持続的に利用する事業者を応援する「しが生物多様性取組認証制度」

● 新潟大学 生物多様性と農業技術革新の共存を図る「里山未来会議」と「ソリューション探索会議」を設置


